
東広島市健康福祉部地域包括ケア推進課

認知症地域支援推進員 清水 祐佳・ 今井和美



●県の中央部に位置し、県内各方面からのアクセスが良好。

●市内に大学が4つある国際学術研究都市。
●周囲を低い山々に囲まれた標高200～400ｍの盆地状の地形が大部分を占める。

南東部は、瀬戸内海に面 している。

東広島市について（位置、面積等）

人 口 187,865人

65歳以上の人口 44,803人

高齢化率 23.8％

日常生活圏域 10圏域

包括数（直営） 4ヶ所

推進員数 5人（兼務）

面 積 635.16ｋ㎡

名産品

日本酒
西条柿、牡蠣
赤じゃがいも

など

資料：住民基本台帳 平成31年1月末現在



日常生活圏域別総人口・高齢者人口・高齢化率の比較

資料：住民基本台帳（平成31年1月末）
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第8次東広島市高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画（抜粋）
【基本目標】高齢者が要介護状態になっても、可能な限り、住み慣れた地域において在宅生活が継続できる基盤づくりを基本目標に掲げ、
平成37年度（2025年度）までに地域包括ケアシステムによる健康・医療・福祉が充実した地域とすることを目指します。また、地域共生
社会の実現に向け、地域包括システムの深化・推進に取り組みます。

傾聴おはなしボランティア養成

１ 健康づくり・介護予防の推進

２ 在宅生活が継続できる環境整備の推進

（３）認知症ケアの向上と地域ネットワークの構築

４ 介護保険事業の充実

３ 認知症地域支援の推進

オレンジ交流会

もの忘れ相談会

①認知症サポーターの養成と活用

③認知症の人と家族の地域交流

②市民への普及啓発と情報発信

認知症講演会認知症理解促進イベント認知症ケアパスの普及

認知症サポーター養成講座

認知症カフェ

認知症地域支援推進員の設置

認知症初期集中支援推進事業

（１）認知症の理解促進と支え合いづくり

（２）相談支援と医療連携体制の充実

①認知症に関する相談支援

①認知症の状態に応じた医療との連携体制

基

本

施

策



東広島市の認知症地域支援推進員 ～その１～



東広島市の認知症地域支援推進員 ～その２～



認知症地域支援体制を考える

オレンジ交流会のはじまり

集まって 一緒に考えて 動いてみよう

【目的】

認知症の方が尊厳を持って地域で安心して暮らせる環境を整えていく。

【目標】

1．地域の人々が認知症についての正しい知識を身につける。

2．医療と介護、地域協働による総合的な支援体制を築く。

地域の認知症支援に携わる人に声をかけてみよう



オレンジドクター・オレンジアドバイザー・キャラバンメイト交流会

（オレンジ交流会）

✽さまざまな関係者が集うオレンジ交流会

✽そのメンバーが仲間として活動している有志の会

オレンジドクター

（サポート医・

もの忘れ相談医）

オレンジアドバイザー

（認知症介護指導者・

実践リーダー研修終了者）

キャラバン・メイト

（認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養
成講座の講師役）



オレンジ交流会の活動から生まれ、今も続く事業

１．相談窓口づくり

２．社会資源マップの作成（認知症ケアパス）

３．認知症サポーターの活用



●認知症介護アドバイザー意識調査から見えてきた課題

⚫ 相談できる場所 ●つなげていく環境

１．相談窓口づくり

●取組みの方向性

誰が・誰に ● 相談に出向けない人にも

どこで ● 人が集まりやすい場所

具体的な活動
● 地域に出向いた相談会

● 「安心」と「次につながる」

相談できる機会
を増やす

協働の場が
広がる

メリットも！

もの忘れ相談会の開催



「認め合って、知って、共に生きる」
というサブタイトルも、

メンバーが意見を出し合い、

考えました。

挿絵に使われているのは、

家族の会の方の絵です。

どの絵も温かいぬくもりを感じます。

２．社会資源マップ（認知症ケアパスの作成）



ボランティア活動につながる『認知症サポーターの活用』ができないか？

●身近に、自分磨きをしたいと思っている人たちがいる

●この人たちに呼びかけ、ボランティアのしくみをつくっては

●認知症サポーターも数を増やすだけではなく、その後の継続したフォローアップが必要

「傾聴・おはなしボランティア（オレンジボランティア）」の養成

３．認知症サポーター活用

認知症
サポーター
養成講座
受講

傾聴・
おはなし
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
募集

ステップ
アップ
研修
受講

（傾聴・おは
なし

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
養成研修）

オレンジ
ボラン
ティア
登録

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
研修

（ボランティア登
録者のスキル
アップや、活動の
情報交換の場）

施設
体験

数か月後･･･

自宅
訪問



オレンジ交流会の取り組みが
日常生活圏域単位へ
広がる！

①西条北圏域

②西条南圏域

③八本松圏域

⑤高屋圏域

⑦福富圏域

⑧豊栄圏域

⑨河内圏域

④志和圏域

⑥黒瀬圏域 ⑩安芸津圏域

黒瀬圏域での
取り組みを
今日は

ご紹介します！





住み慣れた黒瀬町で安心して暮らすために必要なことを見つけよう！

はじまりはネットワーク会議でした。・・・２つの企画が動き出す・・・



黒瀬オレンジ会のはじまり

• 定 例 会 ： １回／２ヶ月

• 構成メンバー：

在宅医療推進医、民生委員児童委員会長、生活支援コーディネーター

オレンジアドバイザー、キャラバンメイト、黒瀬商工会青年部福祉部会

地域包括支援センター

生活支援
コーディネーター
大活躍！！



黒瀬オレンジ会の取組み

Ⅰ 普及・啓発
・全町民が認知症サポーターになる地域を目指す
・啓発ちらしの全戸配布

Ⅱ 早期発見・早期治療
・軽度認知障害（ＭＣＩ）の人を医療につなげていく

Ⅲ 若年性認知症
・気軽に相談ができる場所をつくる

Ⅳ 介護者支援
・家族の認知症への理解をすすめる

Ⅴ 高齢者にやさしい地域づくり
・認知症サポーターを全世代、全住民に！
・独居を支えるための地域づくりを考える
・広島国際大学の教授や学生による地域づくりへの参画



Ⅰ普及・啓発

★既存の資源から・・・
黒瀬町では、年２回、

社会福祉協議会から『社協だより』

という冊子が発行される。

その中に折り込みちらしを入れる

ことになる。

18

黒瀬オレンジ会の取組みを

全町民に周知しよう！

わたしたちの取組みの

ゴールを黒瀬町全住民と

共有できるように・・・

認知症カフェやもの忘れ
相談会の告知もできます。



Ⅰ普及・啓発

★既存の資源から・・・
社会福祉協議会では、黒瀬町内の全小学校で、

福祉体験授業を展開していました。そのメニューの

中に、認知症サポーター養成講座の項目を追加！

「と～ってもよい授業になりますよ～」とＰＲ。

黒瀬オレンジ会メンバーと協働できる場の拡充。

目標に向かって一致団結！絆が強くなりました！

必ずグループワークを取り入れ、地域のみなさんが先生に。

結果、地域の人が何回も受講する形になっていった・・・

●日頃、包括主催の研修に参加しない民生委員さんが

やって来る！子どもの魅力ってすごい！

●認知症の人へのやさしい対応方法について子どもに

伝えるため、大人も勉強を始める。

●子どもにわかりやすく伝える技術は大人も感動する！



各学校での認知症サポーター養
成講座

参観日：保護者と一緒に考える

「どんな声かけをする？」

「認知症の人を支えるにはどんな仕事がある？」

課題についての話し合いの場面



認知症講演会
企画！

みんなの力が
結集！！



黒瀬オレンジ会の取り組み

Ⅰ 普及・啓発
・全町民を認知症サポーターになる地域を目指す。
・啓発ちらしを全戸配布

Ⅱ 早期発見・早期治療
・軽度認知障害（ＭＣＩ）の人を医療につなげていきたい

Ⅲ 若年性認知症
・気軽に相談ができる場所をつくる

Ⅳ 介護者支援
・家族の認知症への理解をすすめる

Ⅴ 高齢者にやさしい地域づくり
・認知症サポーターを全世代、全住民に！
・独居を支えるための地域づくりを考える
・国際大学の教授や学生への地域づくりの参加



Ⅱ早期発見・早期治療

★新しい取組み・・・
これまで市中心部で開催してきた

『もの忘れ相談会』を、黒瀬町で行うことになる。

高齢者が集まる場所（スーパー等）の人たちと、

どうつながればいいのか・・・悩む・・・

ネットワーク会議参加者でもある商工会局長へ相談。
趣旨を説明すると、局長自ら、その場で大型スーパー店長に交渉。
すぐに実施場所が決まる！

●行政では働きかけにくい機関には、つながりからの

アプローチができる。

●商工会イベントにもブースを出店し、黒瀬町での

認知症の取組みをＰＲ！商工会の人ともつながる。



黒瀬オレンジ会の取り組み

Ⅰ 普及・啓発
・全町民を認知症サポーターになる地域を目指す。
・啓発ちらしを全戸配布

Ⅱ 早期発見・早期治療
・軽度認知障害（ＭＣＩ）の人を医療につなげていきたい

Ⅲ 若年性認知症
・気軽に相談ができる場所をつくる

Ⅳ 介護者支援
・家族の認知症への理解をすすめる

Ⅴ 高齢者にやさしい地域づくり
・認知症サポーターを全世代、全住民に！
・独居を支えるための地域づくりを考える
・国際大学の教授や学生への地域づくりの参加



★既存の資源から発展・・・
ひとつの居宅介護支援事業所で実施していた家族会を認知症カフェに移行。

黒瀬町内の主任ケアマネの取組みとして、３つの居宅で協働運営することになる。

Ⅳ介護者支援～認知症カフェの取組み～

↑ 主任ケアマネ会議の様子



夜の認知症カフェ 開催!

令和元年９月１２日 中国新聞にて掲載



Ⅴ高齢者にやさしい地域づくり～資源マップの作製～

★認知症の人やその家族が外出しやすい町になったらいいな・・・♪

⇒ 『高齢者お助けマップ』の作成へ。

商工会青年部福祉部会と生活支援コーディネーターが協働し、商工会活

性化事業を活用し補助金をゲット！

マップ作成にあたって、「認知症にやさしいお店」をつくっていこう！

認知症サポーター
養成講座の様子

⇒まちの商業関係者にもオレンジリングを！
資源マップ打ち合わせ
の様子



完成 !!





＊認知症の人や家族を支える地域の皆さんの声に耳を傾けること

＊想いを共有すること

＊できることを一緒に探し、形にしていくこと・・・

地域支援推進員は地域と共にあること。

現在の課題と今後の取組みの方向性



有志のみんなが つながって

「認知症支援の輪」が広がっています

ご清聴ありがとうございました。


